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オフィスオートメーション機器による設計の合理化
Designand OfficeAutomation bY PersonalComputer

最近,間接業;搭の効率化にオフィスオートメ【ションか大きな其耶寺を寄せられ,

オフィスオートメーション機器の導入も急ヒ･ソナである｡

設計部門でも従来大形コンヒュ一夕によるCADを中心に合理化か進められてきた｡

しかL,設計業務のなかには姓本設計,製凶などの外に付帯業務として稚々の管理

的業務が存イ【三し,設計者はこの部分に多くの時間を割いている亡)

オフィスオ【トメ【ション機器による合理化はこの耐で大きな期待ができる｡本

稿では,オフィスオートメーション機器のなかでも特にパー1ソナルコンビュ一夕を

設計の合理化に適用した一例について述べる｡

口 緒 言

設計の合理化と言えば,従来大形コンピュータによる技術

計算や自動製匡lを中心に行なわれてきた｡設計業務の特定部

分については,大形コンピュータを十分活用Lているか,全

体に適用しているとは言い難い｡最近は,パーソナルコンビ

ュ【タやワードプロセッサなど,コンピュータハードウェア

の技術自勺進歩が著しく,インテリジェントターミナルやパM

ソナル機器を使用した帆接業務の合理化がOA(オフィスオー

トメーション)として推進されている｡

設計部P【】も例外ではなく,大形コンビュ】タでは対んじでき

なかった部分のでナ理化を,OA的アプローチにより進めた｡

すなわち､設計業務の内谷は図1にホすヰこi再分析結果のよう

に,従来CAD(Computer Aided Design)の対象として合手引ヒ

を進めてきた設計計算や製凶の外に,手配や瞭価管理などの

設計事務と考えられる範囲か26%もあり,これを含めたfナ坪

化が重要である｡

凶 パーソナルコンピュータによる設計合王里イヒ

2.1 パーソナルコンピュータの普及とパーソナルイヒ

設計でパーソナルコンピュータがどの程J空普及しているか

を表わす指標として,1台を設計者何人が使っているかとい

う数字で表わすことができる｡現状は27人/fiであるが,この
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図l 製品設計グループの生活分析 変圧器設計の特定のグループで

行なった設計者の生フ舌分析結果を円グラフで示す｡
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指標が10人/台に達すればOA化も進んだ才人態と考えられる｡

目標の数値を設定した月ミ由は次による｡すなわち,設計33

名の1グループに刈`し二最初1台のパwソナルコンビュ”タを

設置したが,利用するのはごく限られた人だけで,普及はな

かなか進まなかった｡3節上J様に3≠iを追加し4子iとしたと

ころ,利用人口は急激に杓え利用率も大きくIFり.卜した｡二の

ことから1台当たりの利用者は当巾10人以下にすべきである

との目標を設定した｡

現在使用しているパーソナルコンピュータの機稚は【･丁立べ

-シックマスタレベルー3であるが,設計業務適Hjに当たっ

ては,次のような使い力‾に適Lてし-る｡

(1)′ト規模技術計算の多い業務に適月]する｡

(2)グラフィ ック機能を有効括用し,作表やグラフ作成を行

なう｡

(3)パーソナルプロッタを接続して同和の作図を行なう｡

(4)パーソナルデータベースを括期する業務に適用する｡

2.2 設計業務用プログラム開発

パ【ソナルコンピュータを使いこなすためには,ベ【シッ

ク(BASIC)の習鞘が必要である｡設計二荷のなかには,既に

フォートラン(FORTRAN)言語を習得してし､る人もいること,

日常業務のなかで二埋論的,数学的な思考方法を訓練されてい

ることなどにより,比較的BASICの習得は早いと言える｡

表1は変圧器設計の1ブル】プ(人員33名)でBASIC講習を

′受講後約4筒月間に設計者が自らの業務に適用するため開発

したプログラムを示したものである｡対象業務別にどのレベ

ルの設計者が何を開発したかを示している｡二の表から分か

るとおり,定式化された設計計算業務や作凶業務などのプロ

グラムは比較的簡単に作れるが,管理業務などのようにヰi務

的な業務のプログラムは難しく,開発本数も少なくなって

いる｡

パーソナルコンピュータによ り比較的容易に開発されたこ

れらの業務に対するプログラムが,なぜ従来の人形コンピュ

ータでは行なわれなかったのか,その理由を開発されたプロ

グラム個別に調べてみた｡

その結果は表2に示すとおりである｡すなわち,大形コン

ピュータはソフトウェアを修得した専門家が大規模業務に適

用し,TSS(Time Sharing System)端末を用いたソフトウエ

ア開発,技術計算などに非常に有効である｡しかし,多椎
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表l 設計者が開発したプログラム BASIC講習会受講後4箇月間で.

変圧器グループの設計者が開発Lた適用業務別プログラム本数を示す｡

No. 業 務 内 容
開 発

プログラム数

レ/ヾル別開発者数

A B C

l 定式化された設計計算業務 31 0 4 12

2 作 図 業 務 26 3 2 0

3 管 ‡里 業 務 7 0 2 0

4 設計書作成業務 3 0 l 0

5 見 積 業 務 3 0 l 0

6 原価計算業務 3 0 l 0

7 その他(チーターベース) 8 l l 0

止ゝ

計 き‖ 3 4 12

注:】 81本のプログラムを柑人で開発Lたことを示す｡

2. プロッタ開発者レベル

A〔FORTRANの経験があってCAD(Computer Aided Deslgn)推進担当

者〕

B(FORTRANの経験がある製品設計担当者)

C(FORTRANの経賢臭がない製品言支計手旦当者)

表2 大形コンピュータでプログラム開発されなかった理由

パーソナルコンピュータで開発されたプログラムが.なぜ大形コンピュータで

行なわれなかったかを調査Lた｡

No. 王里 由 割合(%)

l プログラム開発に時間がかかる｡ 43

2 ターンアラウンドタイムが長い｡ 37

3 プログラム修正に時間がかかる｡ 14

4 インプットに時間がかかる｡ 6

注:ターンアラウンドタイム(コンピュータの計算速度ではなく,コンピュータを

使おうと具体的に着手してから,結果が手元に得られるまでの時間とする｡)

多様な小規模業務を,自ら簡易ソフトウェアで合理化しよ

うと考える人たちにとっては多少使いにくいという感じをも

っていることが言える｡

このノ∴くパーソナルコンヒュータを身近に置いて簡易ソフト

ウェアで使用できれば計算速度が少々遅いのを気にせず,円

らの業務のためにプログラムを開発し,合理化しようという

気持になる｡

2.3 プログラムレスソフトウェアの開発

BASIC言語は比較的易しく,設計者がマスターできる比率

が高いと言っても,受講者が自由にプログラムが苦けるよう

になる歩どまりは,設計者に限って言えば50%程度である

(事務系の人に限れば更にその比率は下がる)｡残り50%の設

計者に対しては,プログラムの壁は厚く,この点を乗り越え

ないとパーソナルコンビュ【タが使えないとすればパーソナ

ルコンピュータの普及にも限界がある｡

特に,管理業務のなかに出てくる事務的使い方は,データ

ファイルを基本としているため,技術計算に比べてプログラ

ムが難しくなる｡

この問題を解i央して,一人でも多くの設計者にパーソナル

コンピュータを使わせるためには,自分の業務に対しプログ

ラムを作らなくてもコンピュータが使える汎用ソフトウェア

があればよいということか考えられる｡

日立全社のOAソフトウェアの標準化,有効利用という

観点では,HIMAP(HitachiManagement Application Pro-

gram)制度の-一環として,OAソフトウェア登録制度を実施

し各事業所間の汎用ソフトウェアの登録,技術交流を図って

いる｡更に,これを事業所の中できめ細かく,業務に密接に

対応させるため,下記の具体策を実施している｡

74

(1)技術計算プログラム

既に作られているプログラムを集めてプログラムライブラ

リを作I),これに殻も近いプログラムを選んで自分に合った

ものに改造する｡

ある程度プログラムの内容を理解できる能力が必要である｡

(2)そ凡用プログラム

計匝j業務などの中にはまとめの段r;皆で発生する仕二弓=二,

(a)計耐の内容を作表する｡

(b)計軒Iiの内容を作図する｡

(c)一部帽正して全体のシミュレーションを行なう｡

という仕和がよ くある｡

二のようなケースでの作表,-一一部修正,自動再計算,並べ

替え,屯子ファイル化,プリントなどをオペレーションだけ

で行なうことができれば,プログラムができなくても利用範

囲は正二くなる｡

二のため,丘こい範囲の業務をカバーする汎用プログラムを

用恋して提供すれば,プログラムが難しくコンピュータが使

えないと考えている設計者にも乞-も申引こ使わせることができる｡

瑚▲在,情報管理部門で次のような汎用プログラムを作成し

提供している｡

(a)作表計算

(b) データソート

(C)データベース作成検索

(d) グラフ作成

(e)i英字文章作成

(f)計画表作成

(3)汎用サブルーチン

プロッタでの作図や技術計算に対しては,

ンを川志しておきこれを組み合わせて使う

に必要なプログラムの開発ができる｡

汎用サブルーチ

ことにより,簡易

田 パーソナルコンピュータ適用例

設計業務は大きく分けると,(1)計算,(2)作図,(3)その他に

分類される｡二のうち計算業務は,小は手計算で数分の計算

で済むものと,大は数値解析手法を用いた構造計算,現象解

析などのように,手計算で行なうとすれば天文学的な数字に

なるものとグ)二つに分けられる｡

従来大形コンピュータによる機1戒化は,いわゆる｢技術計

算+と呼ばれる後者の分野についてであり,ハードウェア

〔CPU(中央処理装置),端末機器〕とソフトウェア(数値解

析手法,対話形プログラム)の進歩があいまって｢不可能な

ことはない+と思われるまでに李っており,実際に応用され

ている範囲も極めて大きい｡これに対して前者の手計算で折

ますことのできる計算業務の機械化に関しては,数多く試み

られている割にはいま一つ効果が出ない不満が残っている｡

この理由は種々あるが,次に述べるように考えられる｡

(1)30分程度の手計算業務は,大形コンピュータでプログラ

ムを開発しても,インプット業務と手計算を比較すると千計

算のほうが効率的である｡

(2)1時間程度の手計算業務はコンピュータを使いたいが,

プログラム作成に時間がかかるので手計算で行なっている｡

(3)途中に判断業務が伴う作業が多く,同一の計算業務を続

けて1時間以上連続する作業が少ない｡

(4)関数機能付電子式卓上計算機の出現により,手計算によ

る手法も改善されてきている｡

(5)作図業務については,せっかく作ったプログラムも製品

のモデルチェンジがあると使えなくなる｡
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図2 パーソナルコンピュータによる計算例 変圧器の効率計算を

行ない,結果をパーソナルプロッタにより作図Lた｡

という問題が出てくる｡

以上のことをまとめると,高性能の大形コンピュータを使

い-りJれないでいると言える｡すなわち,高性能であるがため

に言語,システム,操作が難解であり,プログラムを効率的

に開発するためCADの専従者,専門家を作ることになる｡専

門｢家ができると新しく｢一般の設計者樹とのコミュニケーシ

ョンの問題が出たり,またプログラム開発の投資を回収する

ために,大きなシステムを作り,その結果,システムの帽正

がますます雉Lくなっていく と言うように,大形コンピュー

タが手軽に使えないため機不戒化の効果が現われない,また,
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機械化が進まないという形になっている｡

この大形コンビュ【タと比較し,使いやすさの点でパーソ

ナルコンピュータには,

(1)言語が鶴しく,設計薪であれば,ほぼ半数の人が佃さえる

ようになる｡

(2)機器がノ左価であるため設置台数を多くすることができて,

だれでも好きな時榊に使える｡

(3)上記(1),(2)の利点があるため,他人が作成したプログラ

ムでも簡単に改造,修正ができる｡

と言う特長がある｡

パーソナルコンピュータを変圧器設計へi詩人以来,数多く

の業務が機械化されてきた｡その例を次に述べる｡

3,1設計計算

設計部門には一般事務部門と比較して計算業務が多く,か

つ定式化されているため機械化しやすい｡

図2に,変圧器の負荷,効率曲線を示す｡手計算では計算

及びグラフに清吉して約10～15分間を要する諜;務が,パーソ

ナルコンピュータによりインプット,アウトプット合計3分

間で計算,清吉ができる｡その他,電乞〈設計吾の作成,タン

ク強度計算,耐震特性など強度に閲した計算,インピーダン

ス,i票遊‡貞夫,鉄損など変圧器の特性に閲した計算など,泣こ

範囲にわたり4筒月間で40件近くのプログラムが作成された｡

3.2 作 図

パーソナルコンピュータとインテリジェントプロッタを他

用して,自動製図を行なった例として,図3に巻線の例を示

す｡従来人形コンピュータでも自動製図を行なっていたが次

のような問題点があった｡

(1)巻線の図面を作成するデータの90%は,電気設計吉が作

成された時点にブ央左するデMタであるが,大形計算機のプロ

グラム変更に手間がかかるためインプットするヂⅥタの数が

多かった｡

(2)特殊な巻線の仕様に関しては,プログラムの追加帽正が

追いつかず,自動製斑が遅れていた｡
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巻線の仕様を計算で求め,結果を

パーソナルプロッタで作匡1Lた｡
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これJノの問題カ､をバーーーソナルコンヒュ一夕とイ ンテリ ンェ

ントフロツタを侍梢Lて次のように解決Lた｡

(1)電乞t設計書作成により決定されたデータは,ミニフロッ

ピー1校のデータバンクに収納することにより,図面作成時

二重にインプットする必要をなく した｡

(2)パーソナルコンピュータによるプログラムの修止が容易

になったため,特殊な仕様の追加が谷易になった｡

また,このデータバンクからデータを引き出して作図する

例として,絶縁物製作図を図4に示す｡巻線の図面と同時に

アウトプットされるようになっている｡

このため,作図のための諸元が計算され,その結果をプロ

ッタで作図する際に,作【当のための情報を再度入力するなど

といったむだな作業がなくなった｡

図5に,構造設計の例としてタンクの自動製図例を示す｡

⊂)

図5 パーソナルプロッタによる作図例(3) 変圧器タンクの寸法

を入力し,正面図,側面図及び平面図へ展開Lパーソナルプロッタで作図した｡
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図4 パーソナルプロッ

タによる作図例(2) 変

圧器コイルの仕様を計算で求

め,結果をパーソナルプロッ

タで作図した｡

二のプログラムの特徴は,部品の組合せによりタンクの図面

が作成されていることである｡したがって,各部品の詳細図

を別図由にすることも,また材料明細だけの展開も可能とな

つている｡更に,情報がデータ_バンクに入っているため,ラ

ジュータ,プッシングなど総アナ組図への発展も容易になって

いる｡

3.3 管理業務

設計部門には計算,作図の外に集計,作表,資料作成など

一般車布部門と共通する業務が多くある｡特に管理業務に関

しては,集計,作表といった数字を取り扱っている作業が多

し､｡現在までに機不戒化しているのは,売上高,原価,発送高,

設計+二数など経営数値のまとめ作業がある｡

田 結 言

パーソナルコンピュータ導入後6箇月を経た現在,パーソ

ナルコンピュータの特長をまとめると,

(1)プログラムの作成が容易であるため,1件当たりの効果

が少ない業務も機1戒化の対象となること｡

(2)設置台数が多くだれもが手軽に使用できるため,使用人

口が増えてゆくこと｡

の2点である｡すなわち,今まで機械化の対象外であった業

務とコンピュータを使わなかった人が,業務の機械化を推進

してゆくこと,またプログラムの訂正,修正が容易なために,

使用されてゆくたびに使いやすくなっていくことが挙げられる｡

現在パーソナルコンピュータはスタンドアロンとして使用

しているが,計算速度,記憶容量などの点からみてパーソナ

ルコンピュータではできない業務については,パーソナルコ

ンピュータが大形コンピュータの端末となり,その操作によ

り大形コンピュータを動かすことになるであろう｡また,ワ

ードプロセッサ,マイクロフィルムなどでパーソナルコンピ

ュータを連結して文章作成,資料検索などパーソナルコンピ

ュータを介して行なわせるなど,パーソナルコンピュータを

中心としたOAの推進が次の課題と考えている｡




